
早<花 が咲きますように一。
(標津川桜づつみ・言3念植樹祭)
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萌える海と大地・さわや

標津,||の提防を利用して整備されて
いる 「標津川桜づつみモデル事業」の
記念値樹祭 (町主催)が lo月21日に行
われました。

値樹暴には町民代表や行政関係者の
ほかに幼稚園児らもカロわり、約70人が
出席し、140本余りの桜の苗本を植えま
した。来年の春が楽しみです。

1993(S平 成 5年 )



『デ十サービス事業古スタート
ど一日楽しくラツで送迎ミ～

一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一十一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一

か

ね

て

よ

り

、

準

備

が

進

め

ら

れ

て

い
ま

し

た

町

内

の
在

宅

の

お
年

寄

り

を

対

象

と

し

た

「
デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス
事

業

」

が

い
よ

い
よ

十

月

四
日

に

ス
タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム
標

津

は

ま

な

す

苑

に
併

設

し

た

デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス

セ

ン
タ

ー

で
、

定

期

的

に

入

浴

・

昼

食

・
娯

楽

な

ど

、

楽

し

く

一
日

を

過

ご
し

、

在

宅

で
孤

独

に

暮

ら

す

こ

と

の
多

い
老

人

の
社

交

の

場

と

も

な

り

ま

す

。

今

月

号

で

は

「
デ

ィ

・
サ

ー

ビ

ス

事

業

」

に

つ

い
て
、

皆

さ

ん

に

ご
紹

介

し

ま

す

。

な
お

卜

瑞

ｔ

は

土

め

な

お

、

町

で

は

こ

の

サ

ー

ビ

ス
を

受

け

る

お
年

寄

り

を

募

集

し

て

い
ま

す

。

利

用

を

希

望

さ

れ

る
方

は

、

お

気

軽

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

お
待

ち

し

て

い
ま

す

。

一一一十一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一十一一一一一一一一一十一一

▲ディ・サービスセンターも併設
しているはまなす苑

■
デ
ィ
・サ
ー
ビ
ス
と
は
…

在
宅
の
お
年
寄
り
で
、
体
の
弱
い

方
や
車
イ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
々

を
対
象
に
、
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
で
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
標
津
は
ま
な
す

苑
へ
通
所
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
や
日
常
動
作
訓
練

・
入
浴
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
日
常
生
活
の
自
立
を
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
。

■
利
用
対
象
者
は
…

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で
、
在

宅
の
体
の
弱
い
方
や
日
常
生
活
に
部

分
的
に
介
助
を
必
要
と
す
る
方
で
、

通
所
が
可
能
な
方
々
で
す
。

■
登
録
手
続
き
…

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
福

祉
保
健
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

（用
紙
は
同
謀
に
あ
り
ま

す
。）

■
利
用
者
の
決
定
…

利
用
申
請
書
を
審
査
し
、
決
定
し

ま
す
。

■
利
用
料
金
は
…

一
人

一
回
、
三
百
円
で
す
。

●
生
活
指
導
…

利
用
者
及
び
家
族
か
ら
の
生
活
、

医
療
、
福
祉
な
ど
に
関
す
る
相
談

や
助
言
を
し
ま
す
。

●
日
常
動
作
訓
練
…

日
常
生
活
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
簡
単
な
動
作
訓
練
を
し
ま

す
。

●
養
謹
…

趣
味
、
娯
楽
、
講
座
な
ど
を
通
じ

て
、
利
用
者
相
互
の
交
流
を
図
り

ま
す
。

●
健
康
チ
ェ
ッ
ク
…

血
圧
測
定
、
検
温
な
ど
の
健
康
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

●
介
護
者
教
室
…

介
護
に
当
っ
て
い
る
家
族
な
ど
を

対
象
に
介
護
技
術
を
習
得
す
る
た

め
の
教
室
を
開
き
ま
す
。

●
入
浴
サ
ー
ビ
ス
…

車
イ
ス
利
用
者
や

一
人
で
入
浴
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
も
、
介
助
員

が
お
伝
い
し
て
入
浴
で
き
ま
す
。

●
給
食
サ
ー
ビ
ス
…

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、
体

の
状
態
に
適
し
た
食
事
を
提
供
し

ま
す
。

一
〕

十一標準的な日課――

利
用
者
の
迎
え

入

　

浴

健

康

チ

ェ

ッ
ク

朝

の
会

食
　
事

休
　
息

娯
楽
の
時
間
な
ど

日
常
動
作
訓
練

老
人
体
操

帰
り
の
会

帰
宅
準
備

利
用
者
の
送
り

詳

し
く
は
、
役
場
福
祉
保
健

課

（
容
２
１
２
１
３
１
・
内
線

１

３
７
）

へ
お
気
軽

に
お
問

い
合

わ

せ
く
だ
さ

い
。

2



はまなす苑に
併設の
デヤサLビ純ンターで

在宅老人
対象の

～入浴リノぜノ・

ト
ス
タ
ツ
フ
の
紹
介

七
人
の

ス
タ

ツ
フ
が

お
待
ち
し

て

い
ま
す
。

生
活
指
導

員

一
人
、
寮

母

二
人

介
助
員

一
人
、
看
護
婦

一
人
、
調

理
員

一
人
、
運
転

手

一
人

※
現
在
、
一
人
週

一
回

の
デ

ィ
・
サ

ー
ビ

ス
を
行

っ
て
お
り
、
利
用
登

録
者
は
十

二
人
で
す
。
当
面

五
十

人
を

メ
ド
に
チ
集

し

て

い
ま
す
。

所

固

倒

圃

滴
倒

倒

園

心
も
体
も

ス
ッ
キ
リ
／

風

呂

な

ど

の
設

備

も

良

く

、

セ

ン
タ

ー

の
皆

さ

ん

も

、

と

て
も

親

切

で
す

。

自

分

は

足

が
悪

い
か

ら

今

ま

で
外

に
も

出

れ

な

か

っ
た

が

こ

こ

に
来

れ

ば

「
心

も

体

も

ス

ッ

キ

リ

」
。

ス
ト
レ
ス
解
消
／

毎
週
来
る
の
が
楽
し
み

①③②Э①
が ス 飲 く 送 て か の

香う怨ガ甘ど品界咎

る で 茶 酉己ス に  も  ｀
の き を な で し 何 家

3

管野ミツさん
(B9才・古多糠)

岩田一盛さん
(80才・双葉町)

日
米
の
ｘ
よ
※
う
×
す

み
ん
な
で
楽
し
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン



‖いい汗おいて楽tい―日でにたR
「f31れあいスポ…Eチ
ャリティプラヴ

ｓＯ
Ｏ
Ｏ
人
が
参
加

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一

十

月

十

日

、

体

育

の

日

に
毎

年

恒

例

と

な

っ
た

「
ふ
れ

あ

い

ス
ポ

ー

ツ

デ

ー
」

と

「
チ

ヤ
リ

テ

イ
プ

ラ
ザ

粕

」

が
開
催
さ
れ
、
町
民
約
千
人
が
参
加

し
、
楽

し

い

一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

一一一一一一一一十一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一十一一一一一一一十一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一

秋

晴

れ

の
も

と

、

野

外

で
は

パ

ー

ク

ゴ

ル

フ
、

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル
が
、

総

合

体

育

館

で
は

ミ

ニ
バ

レ
ー

ボ

ー

ル

に
、

今

回

初

め

て
登

場

し

た

玉

入

れ

選

手

権

と

、

ま

さ

に

「
ス
ポ

ー

ツ

の

町

」

に

ふ
さ

わ

し

く

、

参

加

し

た

町

民

は

心

地

よ

い
汗

を

流

し

ま

し

た

。
、

町

民

お

目

当

て

の
オ

ー

ク

シ

ョ

ン

や

ビ

ッ
ク

リ

市

に

は

数

多

く

の
品

物

が
寄

せ

ら

れ

、

市

価

の
半

値

以

下

で

販

売

さ

れ

、

人

気

を

集

め

て

い
ま

し

た

。ま

た

、
「
チ

ャ
リ

テ

ィ
プ

ラ

ザ
視

」

で

は

、

ヨ
ー

ヨ
ー
釣

り

や

輪

投

げ

な

ど

の

ゲ

ー

ム

に

子

供

た

ち

が

殺

倒

、

チ

ャ
リ

テ

ィ
募

金

コ
ー

ナ

ー

に
も

、

た

く

さ

ん

の
善

意

の
募

金

が
寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

レ
初
登
場
の
玉
入
れ
選
手
権

▲El内会や職場チームが集まつてのミニバレーボール

▲秋情れのなか、パーヮゴルフ(望ケ丘公園)
▲ビックリ市は今年も超人気



OSO母 移

霊路『サケにこだわ香まうづくり』
最円『サーモンタ…ピー実行委員会』

合
道
で
進
め
ら
れ
た

一
村

一

品
運
動
十
周
年
を
記
念
し
、
各

地
で
成
功
を
収
め
た
運
動
を
表

彰
す
る

「地
域
づ
く
り
優
良
事

例
知
事
賞
」
の
受
賞
団
体
が
こ

の
度
発
表
さ
れ
、
見
事
本
町
が

行
政
部
門
と
民
間
部
門

（サ
ー

モ
ン
ダ
ー
ビ
ー
実
行
委
員
会
）

の
両
部
門
で
受
賞
さ
れ
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
横
路
知
事
が
就
任

と
同
時
に
提
唱
し
た

「
一
村

一
品
運

動
」
が
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
る

こ
と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。同

賞
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
づ
く

り
活
動
の
う
ち
、
広
域
性
や
独
創
性

地
域
の
自
然

・
文
化
の
活
用
、
先
駆

性
な
ど
の
評
価
基
準
を
も
と
に
選
考

さ
れ
、
民
間
部
門
で
三
十
五
団
体
、

行
政
部
門
で
十
五
自
治
体
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
本
町
の
受
賞
は
、
昭
和
六

十
三
年
か
ら
着
工
し
た
サ
ー
モ
ン
パ

ー
ク
の
建
設
を
契
機
に
、
「サ
ケ
に
こ

だ
わ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
前
面
に
打

ち
出
し
て
き
た
成
果
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
と
、
民
間
部
門
で
受
賞
し
た

「

サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ
ー
実
行
委
員
会
」

も
こ
れ
と
運
動
し
て
お
り
、
・＝
本
で

初
の
公
式
の
サ
ケ
海
釣
り
大
会
と
し

て
ス
タ
ー
ト
、
幾
つ
か
の
難
関
を
ク

リ
ア
し
な
が
ら
軌
道
に
乗
り
、
全
国

的
に
知
名
度
を
上
げ
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
、
全
道
で
た
だ

一
つ

官
民
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

）

表
彰
式
は
来
る
十

一
月
十
九
日
、

札
幌
で
開
か
れ
る
全
道
地
域
づ
く
り

大
会
で
行
わ
れ
、
小
田
桐
町
長
ら
関

係
者
が
出
席
す
る
予
定
で
す
。

平
成
二
年
度
の
北
海
道
社
会
貢
献

賞

（統
計
功
労
）
の
表
彰
式
が
、
十

月
十
八
日
根
室
支
庁
で
行
わ
れ
、
本

町
の
滝
本
新

一
さ
ん

（５５
才
・
束
川

北
）、
須
田
幸

一
さ
ん
（６４
才

・
束
古

多
様
）、
下
山
一
夫
さ
ん
（６０
才

・
北

川
北
）
の
三
人
が
さ
れ
ま
し
た
。

三
人
は
い
ず
れ
も
農
業
基
本
調
査

や
国
勢
調
査
な
ど
、
三
十
年
以
上
に

わ
た
る
各
統
計
調
査
に
従
事
し
た
功

卜
表
彰
状
を
手
に
喜
ぴ
の

下
出
さ
ん

レ
清
野
根
室
支
庁
長
を
囲
ん
で

記
念
撮
影
の
須
日
さ
ん
（右
）

と
滝
本
さ
ん

績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲
富高ご者鑑査錨 や好ヨ誓ず評登釜全

北海道社会責献賞受賞 i

―長年の功績に栄誉―

滝本さん・須田さん

下出さん

▲サーモンダービー



●SO岱 移占扁轟悪肩貢雨

標
津
川
堤
防
で
記
念
植
樹
祭

―

桜

づ

つ

み

モ

デ

ル

事

業

―

月
二
十

一
日
、
標
津
川

の
堤
防

　

事
業

で
、
河

日
か
ら
上
流

エ

キ
・
に
わ

用
し

て
整
備
さ
れ

て

い
る

「
標

　

た

っ
て
両
岸

の
河
川
敷

を
整
備

し
、

桜
づ

つ
み
」

で
町
主
催

の
記
念

　

公
園
化
す

る
と
と
も

に
、
河

日
か
ら

祭
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約

七
十

　

サ
ー
モ
ン
科
学
館
ま

で

の
幅

五
十

常
、

自
四
十
本
余

り

の

エ
ゾ

ヤ

マ
ザ

　

延
長

一
・
三
キ
・
の
堤
防

に
、
約

千
本

の
苗
木
を

公
園
内

に
植
え
ま
し

　

を

目
標
と
し
た
桜
を
植
え
込
む
大
規

十

月

二

を
利
用
し

津
川
桜
づ

植
樹
祭
が

人
が
百
四

ク
ラ
の
苗

た
。桜

づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業
は
、
標
津

川
を
管
理
し
て
い
る
開
発
建
設
部
の

模
な

工
事

が
進

め
ら
れ

て
お
り
、
平

成
六
年
度

で
完
成
す

る
予
定
。

植
樹
祭

は
、
桜

の
植
樹

の
進
展

に

合
わ
せ
て
こ
の

時
期
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

数
年
後
に
は

道
内
有
数
の
桜

の
名
所
に
な
り

私
た
ち
町
民
を

楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

↑瘍レ國

桜づつみ植栽にと
桜の本を寄贈

釧
路
・
リ
バ
ー
プ
ロ

テ
ク
シ
ョ
ン
２‐
の
会

十
月
二
十

一
日
、
河
川
環
境
整
備

事
業
を
請
け
負
う
根
釧
の
建
設
業
者

組
織
、
釧
路

・
リ
バ
ー
プ
ロ
テ
ク
シ

ョ
ン
２．
の
会
（川
村
喜
代
治
会
長
）
が

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
標
津
川
桜
づ

つ
み
事
業
の
植
栽
に
と
、
高
さ
四
・

五
所
の
桜
の
木
二
本
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

い
た
だ
い
た
桜
の
本
は
、
大
切
に

育
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

公式労 ズの

町営スケートリカエ事進む!
‐ ―今シTズンから滑れます―

桜の本の目録を小田桐町長に手渡されました。
左から同会員の高玉建設欄社長、最能建設備社長、
小針土建鶴社長、欄上日組社長

公
式
サ
イ
ズ
の
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
の
工
事
が
現
在
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
滑
べ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

●
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
概
要

一
周
…
四
〇
Ｏ

ｍ
・
ダ
ブ
ル
ト
ラ

ッ
ク
、
舗
装
面
…
白
色
舗
装
、
照

明
二
十
二
基

（従
来
の
四
倍
の
明

る
さ
）
、
駐
車
場
六
十
八
台
収
容

（

舗
装
）

建
設
中
の
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

は
、
厚
生
年
金

・
国
民
年
金
積
立
金

還
元
融
資
に
よ
り
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

工事が進む町営スケートリンク



●SO岱 移
川北で

交通安全
住民大会
|

3 0 0人 が参加

川
北
市
街
を
パ
レ
ー
ド
す
る

参
加
者

森
林
の
役
割
や
木
の
大
切
さ
を
、

楽
し
み
な
が
ら
学
ぼ
う
と
、
森
林
づ

く
リ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
九
月

二
十
六
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
と
道
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
の

主
催
で
、
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
児
童
と
、
そ
の
親
四
十
人
が

除
幕
式
で
あ
い
さ
つ
す
る

荒
谷
理
事
長

町
防
犯
協
会
が

密
漁
防
止
啓
発

秋
サ
ケ
密
漁
防
止
強
調
月
間
行
事

の
一
環
と
し
て
、
十
月
十
四
日
、
標

津
町
防
犯
協
会

（川
畑
二
郎
会
長
）

は
、
車
両
に
よ
る
密
漁
防
止
啓
発
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
密
漁
防
止
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
、
同
協
会
役

員
や
防
犯
推
進
貞
、
町
内
会
役
虫
な

ど
の
二
十
五
人
が
参
加
。
商
工
会
前

を
出
発
し
、
約
二
時
間
か
け
て
町
内

一
円
を
広
報
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

交
通
事
故

の
撲
減

の
た
め
、
地
区

住
民

が

一
体
と
な

り
、
事
故

の
恐
ろ

し
さ
を
再
認
識
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
場
を
図
ろ
う
と
、
川
北
町
内
会

連
合
会

（井
沢
義
次
会

長
）

が
主
催

と
な

り
九
月

二
十
五

日
、
交
通
安
全

住
民
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会

に
は
女
性
交
通
安
全
ク

ラ
ブ

や
町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

の
約

三
百
人

が
参
加
し
、
川
北
中
学
校
生

徒

に
よ

る

「
交
通
安
全
宙
一言
」
や

「

町
内

パ

レ
ー
ド
」
を
行

い
、
交
通
安

全
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
ｏ

は
ま
な
す
苑

ロ
ビ

ー
に
心
和
む
木
製

レ
リ
ー
フ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
な
す

苑
の
玄
関
ロ
ビ
ー
の
壁
に
心
和
む
木

製
レ
リ
ー
フ
が
飾
ら
れ
、
入
苑
者
を

喜
ば
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
以
前
に
加
藤
清
弘
さ
ん

（

中
標
津
町
在
住
）
と
安
達
浅
雄
さ
ん

（南
川
北
）
が
、
同
苑
の
施
設
整
備
の

た
め
に
各
々
百
万
円
寄
付
さ
れ
、
同

苑
で
は
何
か
入
苑
者
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
記
念
に
残
る
も
の
は
な
い
か
と

考
え
、
こ
の
度
の
レ
リ
ー
フ
を
思
い

立
ち
ま
し
た
。

レ
リ
ー
フ
に
は
、
標
津
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
牛
と
サ
ケ
と
は
ま
な
す
が
描

か
れ
て
お
り
、
「懐
郷
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
故
郷
を
懐
し
く
、
温
か
く

い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
月
十
日
に
荒
谷
理
事
長
、
小
田

桐
町
長
ら
と
、
寄
付
さ
れ
た
加
藤
さ

ん
、
安
達
さ
ん
も
出
席
し
、
入
苑
者

と
と
も
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

森林の大切さを学しiや

森林ファミリー

スクール

学 雰 木 勉 ビ 生 参
び 四 当 強 デ え 加
ま 気 て

°
ォ て し

し の ク こ や い
｀

た な イ の ガ る 林°
か ズ あ イ 樹 業｀
が と ド 木 の
森 行

｀
ブ を 様

林 わ 表 ツ 知 子
の れ 札 ク る や
大
｀
作 を た 町

切 楽 り 使 め 周
さ し や つ に 辺
を い 枯十て  ｀ に 林業用具の説明に聞き入る子供たち



皆さんの声を一

このコーナーに
お寄せください

『おじゃま虫懇議会』
行われていま軌

匡貫墨役暴畢辱察署角示ヨ

私
た
ち
、
カ
ム
イ

・
チ
ェ
ッ
プ

・

ジ
ャ
ズ
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
十
二
月

に
、
ジ
ャ
ズ
・
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
の

中
林
悦
子
さ
ん
を
招
い
て
、
コ
ン
サ

・―
卜
‐
「
り
〓
二
Ｚ
命

２
一命
工
「

．Ｏ
ω
」

上を

開
催
い
た
し
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
ヴ
ォ
ー
カ
ル
と
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
響
き

を
是
非
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
丸

●
日
時
十
二
月
十

一
日
０

・
午
後
六
時
三

十
分
開
場
、
七
時
開
演

●
場
所
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料

当
日
、
大
人
／
千
円
、
高
校
生
以

下
／
五
〇
〇
円

★
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
や
広
報
紙

に
対
す
る
ご
意
見

・
ご
質
問
の
ほ
か

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
話
、
楽
し
か
っ
た

こ
と
、
こ
ん
な
苦
い
話
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
。
（た
だ
し
、
人
や
団
体
な

ど
の
中
傷
と
な
る
も
の
は
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。）

み
ん
な
の
声
の
ペ
ー
ジ
と
し
て
、

お
気
軽
に
お
た
よ
り
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
宛
先
　
標
津
町
字
標
津
三
十
五

役
場
広
報
統
計
係

「
み
ん
な
の
広

場
」
コ
ー
ナ
ー
ま
で
。

※
な
お
、
お
た
よ
り
は
本
人
の
希
望

が
な
い
限
り
匿
名
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

町
長
を
囲
ん
で
お
話
を
す
る

「
お

じ
や
ま
虫
懇
談
会
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

十
月
に
入
っ
て
か
ら
、
桜
木
町
内

会
と
新
川
上
町
内
会
婦
人
部
が
行
っ

て
お
り
、
町
長
と
ひ
ざ
を
混
じ
え
て

の
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
「ゴ
ミ
問
題
」
や
「キ
ツ

ネ
駆
除
」
、
「公
営
住
宅
の
管
理
」
、
「

老
人
福
祉
」
に
つ
い
て
な
ど
、
町
に

対
す
る
ご
意
見

・
ご
提
言
の
ほ
か
、

楽
し
い
話
も
あ
り
、
思
わ
ず
笑
い
が

こ
ぼ
れ
る
こ
と
も
―
。

皆
さ
ん
も
町
長
を
囲
ん
で
、
気
軽

に
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
連
絡
先

役
場
住
民
課
交
通
住
民
係

（ａ
２

１
２
１
３
１

・
内
線
１
２
８
）
ま

で
ど
う
ぞ
。

かおり

出日(型七寝)さんちの香織ちゃんい■何H均

打
ヽ
と
く
ょ
″
〓
々
，
こ
こ
こ
ん
ド
官
ゴ
キ
ヽ
おいた
ｒ
■

忠類 0

●生まれた時の身長 ・体重は一―。

身長/48 6om  体 重/3,090g
●最近の勇長 ・体重 |よ―一。

身長/71 lcm  体 重/90鮭
●どんな子に育つてほしいですか。
「健康で明るい子に一」とめBさ ん。

香織ちゃんは動物が大好きです。テレビで動物

が出ると 「力牙一」「力方―」と叫んで|よ喜んでい

ます。(とても元気です D

食べ物ではパナナが大好物。歌の文旬じやない

けれど、まだ、ちつちゃしヽので 「半の しか食べら

れなしヽの、かわいそうね」と、なるところですが
…、あとの半分は粘土遊び教窒の教材になるとか

?(も う、ぐちゃぐちゃ…兆

やさしい女の子になつてネ。

10月18日に行われた「おじゃま虫懇談会」
(桜本El内会)



町
の
保
健
事
業
●

―

が
ん
検
診
―

今
月
号
か
ら
は
町
で
実
施
し
て
い

る
保
健
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

今
回
は

『が
ん
検
診
』
で
す
。

町
で
は
３。
歳
以
上
の
女
性
に
子
宮

・
乳
が
ん
検
診
を
、
３５
歳
以
上
の
方

に
育
・
肺
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
４０
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
大
腸
が
ん
検
診
も

実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ン

全
国
の
死
因
を
病
気
別
で
み
て
み

る
と
、
平
成
十
年
中
に

「
が
ん
」
で

亡
く
な
っ
た
方
は
全
体
の
約
二
割
、

働
き
盛
り
の
５０
～
６０
歳
代
で
は
亡
く

な
っ
た
方
々
の
四
割
が

「
が
ん
」
で

し
た
。

表
１
は
、
さ
ら
に
何
の
が
ん
で
亡

く
な
っ
た
人
が
多
い
か
を
表
わ
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
表
で
上
位
を
占
め
て
い
る
、

が
ん
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
町
で
集

団
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
実
施
し
て
い
る
こ
れ

ら
の
検
診
の
過
去
二
年
間
を
み
て
み

る
と

（表
２
）
七
名
の
方
々
に

「が

ん
」
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
極
早
期
の
も
の
で
治
療
後
も
お

元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
症
状

の
出
る
前
の
無
自
党
の
う
ち
に
検
診

を受けられ汽宗が良か
ったのだ

と
思
い
ま
す
。

検
診
が
普
及
し
て
、
身
近
で
発
見

可
能
な

「
が
ん
」
で
命
を
落
と
す
の

は
大
変
嘆
か
わ
し
い
こ
と
と
思
い
ま

せ
ん
か
？

『年
に

一
回
の
検
診
を
お
忘
れ
な
く
〃
』

■死亡総数に占める死亡原因の割合

' メl i 省「■成 2午 人 IⅢ動せ統 f l」よ り

9

く表2〉 標津町がん発見状況

守日保健婦

く表1〉 がんの部位別死亡順位と百分比

順  位 男 (%) 女 (%)

1 胃 21.8 胃 19.0

2 肺 20.9 大 腸 13.5

肝 臓 14.0 肺 11.8

4 大 丹場チ 10.7 肝 臓 8.1

5 陣 臓
▼
す 一房

6 食 道 陣 臓

7 子 宮

,ユ■t行「平 成4年 人 11動態統討」よ り

ざ 胃 肺 子  宮
寸
す

1

死 1

2 1

3 1 1

4 1 1



入
館
者
三
十
万
人
達
成
／

標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館
で
は
、
十

月
三
日
に
平
成
三
年
九
丹
の
オ
ー
プ

ン
か
ら
通
算
し
て
三
十
万
人
目
の
入

館
者
を
迎
え
ま
し
た
。

三
十
万
人
目
に
な
っ
た
人
は
、
束

京
都
に
お
住
ま
い
の
加
藤
美
佐
子
さ

ん
（写
真
）
で
、
新
巻
サ
ケ
、
科
学
館

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
記
念
品
と
し
て

贈
り
ま
し
た
。

シ
ロ
ザ
ケ
の
産
卵
行

動
が
見
ら
れ
ま
す

先
月
ま
で
た
く
さ
ん
の
サ
ケ
が
遡

上
し
て
い
た
魚
道
水
槽
で
す
が
、
今

月
か
ら
は
シ
ロ
ザ
ケ
の
産
卵
行
動
を

お
見
せ
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。

産
卵
の
瞬
間
は
昨
年
の
場
合
、　
一

日
に

一
～
二
回
ほ
ど
で
、
半
日
ほ
ど

ね
ば
ら
な
い
と
、
な
か
な
か
見
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら

メ
ス
を
め
ぐ
っ
て
雄
同
士
が
争
う
な

ど
、
普
段
で
は
見
ら
れ
な
い
興
味
深

い
行
動
が
観
察
で
き
ま
す
。

科
学
館
の
魚
た
ち
ｏ

ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト

こ
の
魚
の
原
産
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
す
が
、
釣
り
の
対
象
魚
な
ど
の
目

的
で
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
北
米
、

南
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、　
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
世
界
各
地
に
移
植

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
へ
は
昭
和
初
期
に
カ
ワ
マ
ス

（ブ
ル
ッ
ク
ト
ラ
ウ
ト
）
の
卵
に
混
じ

っ
て
移
植
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。湖

で
は
、
ま
れ
に
七
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
を
越
え
る
も
の
も
釣
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に

本
州
で
は
ニ
ジ
マ
ス
同
様
、
釣
り
の

対
象
魚
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
鱒

（ト

ラ
ウ
ト
）
と
い
え
ば
こ
の
色
小の
こ
と

す 曲 を°
の 言
¬  い

縛 ま
L す

は が
こ  ｀
の シ
亀 ュ

が  l

サーモン科学館入館者数
(9月末現在)

9月の入館者数………………24,146人

オープン以来累計"………298,483人

本年度累計(4～9月)………h91,126人

対前年比(4～9局)……"………92.1%

(7,821人減)

休館のお知らせ

当館|よ、11月から4月 まで水躍国が床館日

になります。 (水躍国が視国の場合|よ翌日が

休館)ま た、12月と 1月 |よ館内整備等のため

体館となります。

来館の際|よめ気を|せけ下さい。
モ ベ  フラウントラウト
ラ
ぶ ル  ざβ′/72θ′r″″2
,レ ト BROWN TROUT
で 作

原日館長から記念品を受け取る30万人目の入館者となつたカロ藤さん(東京都在住)



教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
六
年
成

人
式
を
来
年

一
月
七
日
０
に
、
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
う
予
定

で
す
。

平
成
六
年
成
人
対
象
者
は
、
昭
和

四
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十

九
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
す
。

対
象
者
は
次
の
方
々
で
す
が
、
も

し
誤
り
（氏
名
の
誤
記
・脱
落
な
ど
）

や
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
普
段
他
市
町
村
に
お
住
ま

い
で
、
当
町
の
成
人
式
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
も
ご
遠
慮
な
く
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

十
一
月
二
十
日
の
ま
で
に
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（ａ
２
１
２
８
５
５
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

▼
新
川
上
町
　
上
野
ひ
ろ
し
く
ん
、

緩

一千

ん）友

衝

認

さ

ん
▼
略
町
　
石
井
勇
人
く
ん
、
大
垣
隆

く
ん
、
中
村
俊
行
く
ん
、
岩
岡
ま

ゆ
み
さ
ん
、
大
寺
香
織
さ
ん
、
小

川
直
美
さ
ん
、
小
田
麻
美
さ
ん
、

畑
中
伸
子
さ
ん
、
牧
野
め
ぐ
み
さ

ん
▼
緑
町
　
斉
藤
浩
司
く
ん
、
里
見
享

く
ん
、
戸
田
千
里
く
ん
、
酒
井
美

保
さ
ん
、
佐
々
木
穀
斥
さ
ん
、
日

村
貴
子
さ
ん

▼
弥
栄
町
　
今
野
戴
蹴
ざ
ん
、
河
野

と
も
え
さ
ん
、
畑
亜
樹
子
さ
ん
、

若
杉
恵
理
さ
ん

▼
栄
町
　
尾
崎
英
之
く
ん

▼
本
町
　
太
田
憲
吾
く
ん
、
澤
日
陽

子
さ
ん

▼
鳩
ヶ
丘
町
　
角
谷
博
人
く
ん

▼
望
ヶ
丘
町
　
椎
久
学
く
ん
、
藤
本

一
な
く
ん
、
蝦
名
久
美
子
さ
ん
、

高
橋
美
雪
さ
ん

▼
桜
木
町
　
新
田
義
信
く
ん
、
三
上

芳
子
さ
ん

▼
双
葉
町
　
岡
田
香
織
さ
ん
、
日
中

真
由
美
さ
ん

▼
川
上
町
　
朝
熊
環
さ
ん
、
石
川
睦

美
さ
ん

▼
川
北
旭
町
　
伊
藤
秋
男
く
ん
、

見
秀
雪
く
ん
、
水
本
忍
く
ん
、

山
理
枝
さ
ん

▼
川
北
寿
町
　
上
回
光
二
く
ん
、
上

田
清

一
く
ん
、
土
田
義
人
く
ん
、

細
川
哲
男
く
ん
、蔭
山
ル
リ
子
さ
ん

▼
川
北
共
栄
町
　
塩
沢
良
博
く
ん
、

東
海
林
雄
大
く
ん
、
西
哲
徳
く
ん
、

宮
崎
毅
く
ん
、
佐
藤
布
世
さ
ん
、

林
美
里
さ
ん

▼
川
北
桜
ヶ
丘
町
　
五
十
嵐
詩
さ
ん
、

熊
谷
綾
乃
さ
ん
、
中
村
恵
さ
ん

▼
北
標
津
　
栗
栖
徹
く
ん
、
田
中
大

く
ん
、
西
寿
史
く
ん
、
井
上
桂
子

さ
ん
、
黒
川
陽
子
さ
ん

▼
西
北
標
津
　
塚
田
力
く
ん

▼
住
吉
町
　
芳
賀
文
彦
く
ん
、
金
田

し
お
り
さ
ん

▼
東
浜
町
　
佐
々
木
尚
く
ん
、
澤
居

裕
幸
く
ん

▼
茶
志
骨
パ
十
ロ
ツ
ト
　
更
谷
豊
弘

く
ん
、
橋
場
恭
太
く
ん

▼
茶
志
骨
　
大
西
絵
美
さ
ん

▼
伊
茶
仁
　
馴
山
洋
美
さ
ん

▼
患
類
　
酒
井
正
和
く
ん
、
田
中
禎

之
く
ん

▼
燕
別
　
一二
船
田
紀
子
さ
ん

▼
東
川
北
　
井
上
由
美
さ
ん

▼
南
川
北
　
排
木
友
紀
さ
ん
、
栗
栖

佳
津
美
さ
ん
、
櫻
井
め
ぐ
み
さ
ん
、

弓
場
ひ
と
み
さ
ん

▼
古
多
様
　
鳥
井
早
苗
さ
ん

▼
上
古
多
様
　
小
野
瑞
紀
さ
ん

▼
南
古
多
糠
　
田
村
幸
治
く
ん

レ
本
年

一
月
の
成
人
式
か
ら

来年1月7日に成人式を行しヽます。

中 国



役場の
電話番号は
2-2131(代表)

先
に
同
知
し
ま
し
た
年
末
し
尿
＜

み
取
り
に
つ
い
て
的
月
２０
日
ま
で
の

申
込
み
と
し
ま
し
た
が
（
１２
月
に
＜

み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
御
家
庭
が
予

想
以
上
に
多
＜
、
こ
の
ま
ま
で
は
処

理
場
の
処
理
能
力
を
オ
ー
パ
ー
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
＜
み
取
り
を
１
カ
月

早
め
「
月
１
日
か
ら
順
次
く
み
取
り

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
御
協

力
＜
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民
課

（
ａ
内
線
１
３
０
）ま
た
は
、
標
津

町
外
２
町
し
尿
処
理
組
合
（
な
２
１

２
１
３
１
・
内
線
２
４
０
）
へ
。

し

次
の
と
お
り
野
犬
掃
と
う
を
実
施

し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
１１
月
１
日
～
１２
月
２７

日
ま
で

▼
実
施
区
域
　
標
津
町
全
域

▼
実
施
方
法
　
捕
獲
及
び
薬
殺

〈犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
へ
〉

●
絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
な
い
で
＜

だ
さ
い
。

●
鎖
に
つ
な
ぐ
か
、
お
り
の
中
で
飼

い
ま
し
よ
う
。

●
衝
日
、
適
度
な
運
動
を
さ
せ
ま
し

よ
う
。

●
隣
り
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

●
犬
を
飼
う
場
所
は
常
に
清
潔
に
し

て
お
き
ま
し
よ
う
。

●
捨
て
犬
問
題
は
へ
す
べ
て
人
間
の

責
任
で
す
。
繁
殖
を
希
望
し
な
い

飼
い
主
は
、
避
延

・
去
勢
手
術
を

行
い
ま
し
よ
う
。

●
ど
う
し
て
も
不
用
と
な
っ
た
犬
は

役
場
で
処
分
し
ま
す
の
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●
家
族
の

一
員
と
し
て
愛
情
を
も
っ

て
終
生
飼
い
ま
し
よ
う
。

―
役
場

。
住
民
課
―

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
が

生
活
し
や
す
い
よ
う
に
住
宅
を
増
改

築
さ
れ
る
際
に
、
資
金
の

一
部
を
融

資
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

●
重
度
身
体
障
害
者
本
人

（
「
級
ま

た
は
２
級
）、ま
た
は
同
居
す
る
扶

養
家
族
に
重
度
身
体
障
害
者
が
い

る
方

●
道
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
増
改

築
す
る
家
屋
を
自
ら
、
ま
た
は
配

偶
者
な
ど
が
所
有
し
て
い
る
方

●
平
成
４
年
の
総
収
入
が
８５０
万
円
以

内
の
方

（扶
養
家
族
が
４
人
を
超

え
る
場
合
は
、
そ
の
超
え
る
↑
人

に
つ
き
４０
ヵ
円
を
加
算
し
ま
す
じ

▼
限
度
額
…
２
３
０
万
円

▼
貸
付
利
率
…
年
３
・〇
％

▼
償
選
期
間
…
１５
年
以
内

（う
ち
、

当
初
２
年
間
は
元
金
据
え
置
き
）

▼
受
付
期
限
…
柁
月
３
日

（期
間
中

で
も
、
申
し
込
み
が
貸
付
予
定
額

に
達
し
た
場
合
は
受
け
付
け
を
終

了
し
ま
す
じ

▼
申
し
込
み
先
…
役
場
保
健
課
ま
で

※
詳
し
＜
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

（
ａ
内
線
１
３
フ
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
＜
だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
は
、
道
内
に
事
務
所

（事
業
所
）が
あ
り
、
事
業
を
行
っ
て

い
る
個
人
の
方
に
そ
の
所
得
を
基
礎

と
し
て
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。

第
２
期
分
の
納
期
は
「
月
循
国
か

ら
竹
月
３０
日
ま
で
で
す
。
納
付
書
は

８
月
に
納
税
通
知
書
と
い
っ
し
よ
に

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
確
か
め

の
う
え
、
銀
行

・
郵
便
局
な
ど
、
お

近
＜
の
金
融
機
関
で
納
期
内
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
紛
失
し
た

場
合
に
は
根
室
支
庁
税
務
課

（ａ
Ｏ

ｌ
５
３
２
１
３
１
６
１
３
１
）
に
ご

連
絡
＜
だ
さ
い
。

な
め
、
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な

□
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
よ
う
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て

の
所
得
税
は
、
衝
月
の
綺
料
や
ポ
ー

ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
衝
月
の
結
料
や
ボ
ー

ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
の
１
年
間
の
合
計

額
と
、
そ
の
ｉ”
洵
給
与
総
額
に
つ
い

て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
額
と

は

一
致
し
な
い
の
が
通
常
で
す
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
後
の
結
料

や
ポ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に

そ
の
年
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

の
合
計
額
と
１
年
間
の
結
５
総
額
に

対
す
る
年
税
額
と
の
過
不
足
額
の
精

算
が
以
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
精
算

手
続
き
を

「年
末
調
整
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
年
末
調
整
に
よ
っ
て

所
得
税
が
納
め
過
ぎ
の
場
合
に
は
選

付
さ
れ
、
納
め
足
り
な
い
場
合
に
は

徴
収
さ
れ
ま
す
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
そ
の
年
の
納
税
を
完

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
年
末
調
整
は

確
定
申
告
に
代
わ
る
大
切
な
手
続
き

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

※
詳
し
＜
は
、
根
窒
税
務
署

（
ａ
Ｏ

ｌ
５
３
２
１
３
１
３
２
６
１
）
ま

た
は
、
役
場
税
務
課

（
ａ
内
線
１

１
６
。
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
１２
月
７
日

・
１３
時
３０
分

▼
会
場
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
受
講
の
際
は
免
許
証
と
筆
記
用
具

を
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

―
警
暴

・
役
場
住
民
課
―
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平
成
６
年
４
月
１
日
か
ら
週
４０
時

間
労
働
制
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を

内
容
と
す
る
改
正
労
倒
基
準
法
が
成

立
い
た
し
ま
し
た
が
、
中
小
企
業
を

中
心
と
す
る

一
定
の
規
模

・
業
種
の

事
業
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
９
年
３

月
３‐
日
ま
で
の
間
、
週
４０
時
間
労
働

制
の
適
用
が
猶
予
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
場
に
つ
い
て
は
、

猶
予
期
間
中
で
き
る
だ
け
早
期
に
週

４０
時
間
労
働
制
へ
の
円
滑
な
移
行
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
び
、
労
倒
時
間
の
短
縮
に

努
力
す
る
中
小
企
業
の
事
業
主
の
方

マ
を
支
援
す
る
た
め
の
新
た
な
動
成

制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご

活
用
下
さ
い
。

▼
中
小
企
業
労
働
時
間
短
縮
促
進
特

別
奨
励
金

次
の
④
か
ら
③
の
ほ
か
、　
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主

に
対
し
て
、
事
業
場
の
規
模
に
廊
じ

次
の
奨
励
金
を
支
結
し
ま
す
。

④
週
４０
時
間
労
倒
を
実
現
す
る
た
め

の
計
画
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
計
画
Ｂ
致
づ
き
ヽ
こ
店
∪
労
働
時

間
を
２
時
間
以
上
短
縮
し
た
こ
と
。

③
②
の
週
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
の

た
め
に
５
０
０
カ
円
以
上
の
省
力

化
投
資
を
行
う
こ
と
。

支

給

額

事
業
場
規
模

５０
方
円

「
～
３０
人

‐５０
カ
円

御
～
側
人

３００
ヵ

円

仰
～
３００
人

※
詳
し
＜
は
、
佃
全
国
労
働
基
準
関

係
団
体
連
合
会
北
海
道
支
部

（
ａ

Ｏ
「
４
１
フ
４
フ
ー
６
１
４
「
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

～
郵
便
番
号
の
記
載
に
ご
協
力
を
～

郵
便
同
で
は
、
郵
便
物
を
正
確
か

つ
ス
ピ
ー
デ
イ
に
お
届
け
す
る
た
め

に
道
内
の
主
要
郵
便
層
に
郵
便
番
号

自
動
読
取
区
の
機
を
配
備
し
て
、
効

率
的
な
処
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

郵
便
番
号
制
度
は
昭
和
４３
年
に
制

定
さ
れ
て
、
今
回
で
は
郵
便
物
総
体

で
約
９０
％
以
上
の
番
暑
記
載
率
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
や
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
普
及
に
よ

り
郵
便
番
号
の
印
字
形
態
な
ど
多
用

化
し
た
郵
便
物
が
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
せ
っ
か
＜
郵
便
番
号
が

記
朝
さ
れ
て
い
て
も
機
械
で
正
し
＜

読
み
取
り
区
の
が
で
き
な
い
郵
便
物

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
再
度
手
作
業
に
よ
り
区

の
す
る
こ
と
か
ら
送
達
ス
ピ
ー
ド
の

遅
れ
る
原
因
と
も
な
っ
て
お
り
、
ま

た
こ
れ
ら
に
郵
厘
番
暑
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
郵
便
物
を
含
め
る
と
、
機

械
処
理
対
象
郵
便
物
の
細
２
割
が
読

み
取
り
区
分
で
き
な
い
郵
便
物
と
な

っ
て
い
ま
す
。

郵
便
物
を
差
し
出
す
時
は
、
郵
便

番
号
の
適
正
記
載
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

～
年
賀
ハ
ガ
キ
４‐
月
１
日
発
売
～

め
早
め
に
お
買
い
求
め
＜
だ
さ
い
。

寄
付
金
つ
き
年
賀
ハ
ガ
キ
の
益
金
は

恵
れ
な
い
カ
マ
に
贈
ら
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

‐４
月
は
、「
け
ん
銃
特
別
取
締
り
期

間
」
及
び

「薬
物
乱
用
事
犯
取
締
り

強
化
月
間
」
で
す
。

▼
け
ん
銃
な
ど

「黒
い
武
器
」
に
よ

る
犯
罪
が
多
発
し
、
国
民
の
平
穏

な
日
常
生
活
に
対
し
て
重
大
な
脅

成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
覚
せ
い
剤
や
麻
薬
な
ど
「白
い
粉
」

の
汚
染
が
拡
大
し
、
乱
用
者
も
主

婦
や
学
生
に
ま
で
及
ん
で
あ
り
ま

宅

Ｏ

函
館
税
関
で
は
、
他
の
取
締
機

関
や
世
界
各
国
の
税
関
と
協
力
し

て
日
夜
水
際
で
の
取
締
り
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

「黒
い
武
器
」
。
「白
い
粉
」
ほ
関
し

て
目
に
し
た
り
耳
に
さ
れ
た
情
報
を

最
寄
り
の
税
関
へ
通
報
し
て
＜
だ
さ

い
。
た
と
え
、
さ
細
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
。

～
密
輸
４
ｌ
①
番

（フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）～

な
０
１
２
０
１
３
２
４
「
「
Ｏ
・
大

蔵
省
函
館
税
関
、
ま
た
は
な
Ｏ
「
５

３
２
１
３
１
２
０
①
ｌ
・
根
窒
税
関

支
署
へ
。

消
防
と
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
象

徴
す
る
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
パ
ー
に
ち
な

み
、
衝
年
竹
月
９
日
を

「
４
１
９
番

の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

▼
１
１
９
番
へ
の
正
し
い
通
報
の
し

か
た

０
何
が
起
き
た
の
か
を
は
っ
き
り
伝

え
て
＜
だ
さ
い
。

「火
事
で
す
」
「救
急
で
す
」

●
火
災
の
場
合

住
所

・
氏
名

・
目
標
、
そ
し
て
ど

こ
か
ら
人
が
出
た
か
を
は
っ
き
り

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
救
急
の
場
合

住
所

・
氏
名

・
目
標
な
ど
は
っ
き

り
伝
え
て
＜
だ
さ
い
。
急
病
ま
た

は
交
通
事
故
な
ど
事
故
種
別
と
負

傷
者
の
容
態
や
人
数
を
は
っ
き
り

伝
え
て
＜
だ
さ
い
。

▼
公
衆
電
話
か
ら
の
通
報
の
仕
万

◎
緊
急
通
報
ボ
タ
ン
が
つ
い
て
い
な

い
も
の
（赤
・ピ
ン
ワ
電
話
）

そ
の
ま
ま
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
１
９
番
）

し
て
も
、
消
防
署
の
方
で
は
通
報

者
の
声
が
聞
こ
え
な
＜
話
が
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。
電
話
機
を
管
理
し

て
い
る
人
に

「カ
ギ
」
で
切
り
替

え
て
も
ら
い
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
＜
だ

さ
い
。

―
標
津
消
防
署
―

人回のうごき
平成5年10月4日現在
(  )内 は前鳥比

世帯数 2,276世帯(-3)

人 □ 6,829人(-12)

男 3,316人 (-4)

女 3,513人 (-8)

町内の交通事故
40月
( )内 は累計

人身事故 ○件(11件)

負傷者 ○人(2人)

死亡者 4人 (3人)

物損事故 1引牛(153人)

死亡事故ゼロの日

73日(10円15日現在)



旧
駅
前

か
ら
我

が
家

の
前

に
か
け

て

の
通

り
が

『
あ

い
さ

つ
道
路
』
と

名
付
け
ら
れ

て

い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
」
、

「
あ

り
が
と
う
」
、

「
し

つ
れ

い
し
ま
す

」
、
「
す

み
ま

せ

ん
」
と

い
う
言
葉

の
頭
文
字
を
と

っ
た

″
オ
ア
シ

ス
運
動

″
と

い
う

の

が
始
ま

り
、
今
年

で
何
年

に
な

る

の

で
し

ょ
う

か
。

「
お
ば
さ
ん
、
お
は
よ
う

ご
ざ

い
ま

す
」
。
我

が
家

の

一
日
は
、

こ
の
言
葉

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

店

の
前
を
通
る

子
供
達

が
毎
朝
顔
を
あ
わ

せ
る
と
声

を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

「あ
ら
、
お

は
よ
う
。
今
日
は
早
い
の
ね
／
」
。
私

の
母
も
元
気
に
子
供
達
に
答
え
て
い

ま
す
。

こ
の
朝
の
一
声
で
、
何
と
さ
わ
や

か
に
、
気
持
ち
よ
く

一
日
が
過
ご
せ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

時
々
、
元
気
の
な
い
声
や
、
小
さ

な
声
に
あ
う
と

「あ
ら
、
あ
の
子
具

合
が
悪
い
の
か
し
ら
。
そ
れ
と
も
寝

不
足
か
何
か
で
…
」
な
ど
と
、
心
配

し
た
り
し
ま
す
。
た
っ
た

一
言
で
周

り
の
人
達
を
楽
し
く
し
パ
ｕ
恥
る

「

あ
い
さ
つ
」
が
き
ち
ん
と
で
き
る
こ

と
は
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

最
近
の
お
店
の
ス
タ
イ
ル
が
そ
う

さ
せ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
頃
黙
っ
て
店
に
入
っ
て
き
て
買
い

物
を
す
る
と
い
ま
た
黙
っ
て
店
を
出

て
い
く
子
供
達
が
多
く
な

っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。　
″
た
だ
、
必
要

な
品
物
を
レ
ジ
台
に
置
き
、
お
金
を

出
し
て
受
け
取
っ
て
お
し
ま
い
″
で

は
、
と
て
も
さ
び
し
い
気
持
ち
が
し

ま
す
。
「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」
、
「
い
ら
っ
し

や
い
」
、
「
こ
れ
く
だ
さ
い
」
、
「は
い
、

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
が
品
物

の
や
り
と
り
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い

く
こ
と
も

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
の
一

つ
の
広
が
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か

し
ら
と
考
え
た
り
し
ま
す
。

＊
次
の

「ま
ち
の
声
」
は
菊
池
さ
ん

が
選
ん
だ
住
吉
町
の
山
崎
和
子
さ

ん
で
す
。

菊
池

法
子
さ
ん

＝
商
業
＝

（緑
町
）

『お
は
よ
う
』の
声
が
う
れ
し
い
朝
の
道

●
北
方
領
土
返
選
運
動
啓
発
費
と
し

て
―
―
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
青
年
委
員

△不

●
町
体
育
文
化
振
興
基
金
と
し
て
―

―
湯
浅
清
吉
さ
ん
、
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
デ
ー
実
行
委
員
会
、
ヨ
ガ

サ
ー
ク
ル

●
標
津
病
院
に
フ
オ
ル
を
―
―
成
日

一
雄
さ
ん

●
は
ま
な
す
苑
に
フ
オ
ル
な
ど
を
―

―
羅
臼
漁
協
婦
人
部
、
白
鳥
会

（

根
室
支
庁
幹
部
職
員
婦
大
会
）、新

川
上
町
婦
人
部

●
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
活
動
資
金

と
し
て
―
―
聖
友
標
津
支
所

ｏ
中
央
公
民
館
へ
図
書
を
―
―
戸
沢

竜雄され「輸〕部晴弘さん

お誕生おめでとう。

め な ま え 住 所 保 護 者

須田 寛 明<ん 東古多糠 須日 良 紀

みさと
内村 望 恵ちゃん 曙  □ 内村 慎 哉

こうだい
日村 昴 大くん 寿  □ 日村 正 範

しょう
栂井  初 くん 層  □ 村井 一 昭

長谷1隼 人<ん 新川上□ 長谷川重美

あやか
池本 采 力Bちやん

緑  □ 氾本 港 毎

みさと
渋谷 美 里ちゃん 本  田 渋谷  岡 」

神内 彩 花ちゃん 桜 本 田 神内 義 輝

おくやみ申し上げます
氏 名 1主 p斤 年  齢

岡本  操 さん ' ヒ標 津 82歳

□

国

□

国

▼
参
月
暑
の
取
材
で
標
津
川
堤

防
で
の
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業

の
植
樹
察
の
現
場
に
向
か
っ
た
。

▼
こ
の
事
業
は
標
津
川
づ
た
い

に
桜
の
本
千
本
を
目
標
に
植
え

ら
れ
、
八
年
度
に
完
成
。
こ
の

桜
が

一
斉
に
咲
き
乱
れ
る
と
、

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
か

―
。
サ
ー
モ
ン
パ
ー
タ
と

一
体

と
な
り
、
完
成
す
れ
ば
道
内
有

数
の
桜
の
名
所
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
今
か
ら
楽
し
み
だ
。

▼
自
然
こ
そ
生
命
の
源
で
あ
り

い
つ
ま
で
も
愛
し
つ
づ
け
た
い
。

都
会
に
は
都
会
の
良
さ
が
あ
り

日
含
に
は
日
舎
の
良
さ
が
あ
る
。

そ
れ
で
い
い
と
最
近
つ
く
づ
＜

思
う
…
。
　
　
　
　
　
（ひ
）
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